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瀬
尾
南
海
展
を
終
え
て

切
　
原
　
勇
　
人　

　
は
じ
め
に

　

「
生
誕
百
二
十
年
日
本
画
家
瀬
尾
南
海
の
世
界
～
知
ら
れ
ざ
る
鹿
児
島
ゆ
か
り
の

画
家
～
」
と
い
う
企
画
展
を
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
七

年
四
月
五
日
ま
で
の
期
間
開
催
し
た
。

　

瀬
尾
南
海
の
百
点
ほ
ど
の
資
料
を
寄
贈
さ
れ
て
か
ら
、
十
二
年
が
経
ち
、
南
海
生

誕
百
二
十
年
と
い
う
記
念
に
併
せ
て
の
企
画
で
あ
る
。
一
人
の
作
家
の
作
品
を
ま
と

め
て
展
示
す
る
と
、
そ
の
作
家
の
変
遷
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
今

回
は
、
表
装
さ
れ
て
い
な
い
状
態
の
資
料
が
多
く
、
鹿
児
島
で
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
画
家
で
あ
っ
た
た
め
に
、
記
さ
れ
て
い
る
書
物
も
少
く
、
不
安
も
大
き

か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
頼
り
に
し
た
の
は
、『
瀬
尾
南
海
画
集
』
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
、「
父

（
南
海
）
は
、
人
生
は
全
て
縁
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
、
と
言
っ
て
い
た
。」
と
い
う

長
男
行
成
氏
の
こ
と
ば
が
あ
る
。
こ
れ
が
何
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
か
も
し
れ
な

い
、
と
い
う
期
待
も
持
ち
な
が
ら
、
調
査
や
計
画
を
進
め
た
。
準
備
を
進
め
て
い
る

と
、
思
い
も
か
け
な
い
情
報
が
得
ら
れ
た
り
、
様
々
な
こ
と
が
起
き
た
。

　

こ
こ
で
、
今
回
の
企
画
展
の
資
料
調
査
や
展
示
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
、

小
文
に
記
し
た
い
と
思
う
。

一
章
　
知
ら
れ
ざ
る
瀬
尾
南
海

　

南
海
の
こ
と
に
つ
い
て
「
大
日
本
書
畫
名
家
大
鑑　

傳
記
下
編
」
で
は
、
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

名
は
清
一
、
明
治
廿
七
年
鹿
児
島
市
に
生
る
、
狩
野
探
溟
の
門
に
学
ぶ
。
東
京
住
。

　

こ
れ
だ
け
の
情
報
で
は
、
内
容
も
少
な
い
の
で
、
前
述
の
『
瀬
尾
南
海
画
集
』
を

基
に
紹
介
す
る
。

　

瀬
尾
南
海
（
本
名
：
清き
よ
か
ず一
）
は
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
に
大
阪
府
に
生
ま

れ
た
。
薩
摩
藩
士
の
祖
父
鶴か

く
て
い汀
に
、
幼
い
頃
か
ら
絵
を
学
ん
だ
南
海
は
、
小
学
校
に

入
学
す
る
が
、「
教
科
書
が
あ
ま
り
に
幼
稚
だ
」
と
怒
る
鶴
汀
に
よ
り
、
退
学
さ
せ

ら
れ
、
四
書
五
経
、
十
八
史
略
等
の
漢
籍
を
鶴
汀
か
ら
学
び
、
学
校
に
は
通
う
こ
と

は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

絵
画
に
関
し
て
記
録
が
残
る
の
は
、
南
海
が
九
歳
の
時
、
内
国
勧
業
博
覧
会
が
大

阪
で
開
催
さ
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
時
の
東
宮
（
後
の
大
正
天
皇
）
の
行
啓
に
当

た
り
、
美
術
協
会
系
の
団
体
で
あ
っ
た
東
洋
美
術
奨
励
会
か
ら
大
阪
府
知
事
を
経
て
、

会
員
九
十
三
人
の
絵
画
作
品
が
東
宮
に
奉
献
さ
れ
た
が
、
そ
の
画
家
の
名
前
と
題
名

の
中
に
、
瀬
尾
鶴
汀
「
日
向
国
霧
島
図
」、
瀬
尾
探
清
（
後
の
南
海
）「
奔
馬
の
図
」

が
あ
る
。

　

そ
の
絵
画
作
品
が
東
宮
に
奉
献
さ
れ
た
後
に
、
明
治
天
皇
の
皇
女
常
宮
、
周
宮
と

富
美
宮
、
泰
宮
の
泉
布
観
（
大
蔵
省
造
幣
局
迎
賓
館
）
御
成
で
、
皇
女
を
迎
え
て
、
二

度
に
わ
た
り
御
前
揮
毫
が
行
わ
れ
た
。
一
度
目
（
常
宮
と
周
宮
の
時
）
は
、
東
洋
美

術
奨
励
会
の
女
流
会
員
十
三
人
に
よ
る
御
前
揮
毫
で
、「
九
歳
の
探
清
」
が
い
て
、

馬
の
絵
を
描
い
た
。
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ま
た
、
二
度
目
（
富
美
宮
と
泰
宮
の
時
）
に
は
、
九
歳
か
ら
十
三
歳
ま
で
の
少
年
男

女
会
員
が
、
小
型
色
紙
に
描
い
た
と
い
う
。
な
お
、
四
人
の
皇
女
の
う
ち
一
番
幼
い

泰
宮
は
、
後
に
東
久
邇
宮
稔
彦
宮
妃
殿
下
と
な
り
、
お
よ
そ
半
世
紀
後
に
南
海
と
再

会
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
南
海
が
十
四
歳
の
時
、
一
家
で
上
京
す
る
と
、

当
時
、
活
躍
し
て
い
た
絵
師
の
狩
野
探た

ん
め
い溟
（
薩
摩
出
身
の
樋
口
探
月
の
門
弟
）
の
画

塾
で
本
格
的
に
絵
を
学
び
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
、
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
文

展
）
に
入
選
す
る
の
で
あ
る
。
師
の
探
溟
か
ら
は
、
後
継
を
強
く
望
ま
れ
る
が
、
そ

れ
を
拒
み
、
南
海
は
、
次
第
に
画
壇
か
ら
離
れ
て
い
く
。

　

そ
し
て
、
素
人
の
希
望
者
に
絵
の
手
ほ
ど
き
を
始
め
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）

年
に
は
、
南
海
を
師
と
仰
ぐ
「
素そ
せ
ん
ど
う

仙
洞
」（
素
人
の
仙
人
の
集
ま
り
）
と
い
う
会
が
で

き
る
。
南
海
は
、
絵
を
描
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
、
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
、
全
国
各
地
で
絵
を
教
え
る
。
中
に
は
、
ダ
ム
工
事
の
現
場
も
含
ま
れ
て
い
た
。

絵
を
教
え
て
ま
わ
る
多
忙
な
生
活
は
、
晩
年
ま
で
続
き
、
教
え
子
は
、
財
界
人
、
実

業
家
、
大
学
教
授
、
住
職
、
菓
子
屋
、
主
婦
、
会
社
員
、
学
生
な
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
南
海
は
、
画
題
も
技
法
も
幅
広
く
、
各
流
派
に
わ
た
る
の
が
特
徴
で
、

七
十
五
歳
で
亡
く
な
る
が
、
鹿
児
島
で
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
二
章
　
祖
父
鶴
汀
と
は

  

鶴
汀
は
、
本
名
覚
左
衛
門
と
い
い
、
大
阪
詰
め
の
薩
摩
藩
士
で
あ
っ
た
。
絵
を
描

く
こ
と
に
優
れ
、
島
津
斉
彬
の
絵
の
相
手
を
務
め
、
西
郷
隆
盛
や
桐
野
利
秋
に
も
絵

の
手
ほ
ど
き
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

次
の
絵
は
、
鶴
汀
の
描
い
た
西
郷
隆
盛
で
あ
る
が
、
西
郷
に
直
接
会
い
、
描
い
た

と
い
う
点
で
稀
少
で
あ
り
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

      

鶴
汀
筆
「
南
洲
先
生
真
像
」
巻
子

（
紙
本
墨
画
三
四
．
三
×
二
二
六
．
五
）

　

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年

西
郷
南
洲
先
生
真
像

明
治
九
年
秋
先
生
エ
別
ル
此
之
像

　

鶴
汀
の
資
料
は
、
こ
れ
以
外
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
五
月
二
十
五
日
の
東

京
大
空
襲
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
失
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

鶴
汀
は
、
南
海
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
生
ま
れ
の
詳

細
は
不
明
で
、 

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
他
界
。
南
海
が
二
十
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

   三
章
　
御
縁

　
第
一
節
　
寄
贈

　

企
画
展
開
催
に
当
た
り
、
南
海
が
大
切
に
し
た
「
御
縁
」
に
よ
る
出
来
事
で
は
な

い
か
と
、
思
わ
れ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。

  

今
回
の
企
画
展
の
こ
と
を
考
え
始
め
た
の
は
、
十
年
ぶ
り
に
南
海
資
料
が
寄
贈
さ

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

  



−87−

１　

平
成
二
十
四
年
六
月
瀬
尾
南
海
筆
色
紙
等
二
十
九
点　

寄
贈
受
入
れ

　
　

寄
贈
者
の
父
は
、
昭
和
九
年
か
ら
東
京
で
開
業
医
を
し
、
南
海
の
家
も
近
く
、

そ
こ
へ
南
海
の
子
ど
も
が
入
院
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
お
礼
に
色
紙
を
い
た
だ

い
た
り
し
た
。

　
　

ま
た
、
そ
の
医
師
の
兄
が
、
南
海
の
画
塾
に
通
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
正
月

な
ど
機
会
あ
る
ご
と
に
、
色
紙
や
掛
軸
な
ど
を
い
た
だ
い
た
の
だ
と
い
う
。
南
海

が
亡
く
な
る
と
、
南
海
の
長
男
（
行
成
氏
）
と
交
流
が
続
い
て
い
る
。

２　

平
成
二
十
六
年
三
月
瀬
尾
南
海
筆
色
紙
等
四
点　

寄
贈
受
入
れ

　
　

前
年
度
の
寄
贈
者
が
他
界
さ
れ
、
大
事
に
し
て
い
た
作
品
を
遺
族
か
ら
、
寄
贈

し
た
い
と
申
出
が
あ
っ
た
。

３　

平
成
二
十
六
年
十
一
月  

瀬
尾
南
海
筆
は
が
き
等
六
点
寄
贈
受
入
れ

　
　

南
海
の
塾
の
弟
子
で
も
あ
り
、
前
述
の
医
師
の
兄
宛
の
は
が
き
な
ど
を
企
画
展

に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
申
出
が
あ
っ
た
。

　
第
二
節   

南
海
資
料
を
所
有
す
る
静
岡
か
ら
の
情
報 

　

企
画
展
開
催
ま
で
四
、五
ヶ
月
と
い
う
平
成
二
十
六
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、

静
岡
県
の
岩
邊
進
氏
か
ら
、
実
家
に
残
る
、
南
海
の
作
品
に
関
す
る
連
絡
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
す
ぐ
に
資
料
の
写
真
が
届
い
た
。
企
画
展
を
始
め
よ
う
と
す
る
と
き
に
、

思
い
も
か
け
な
い
出
会
い
で
あ
っ
た
。

　

岩
邊
氏
の
実
家
（
こ
れ
ら
の
資
料
の
あ
る
旧
岩
邊
平
吉
邸
）
は
、
静
岡
県
清
水
区
蒲

原
に
あ
り
、
現
在
、
進
氏
の
叔
母
（
父
の
妹
）
の
岩
邊
園
江
氏
が
居
住
し
、
南
海
の

資
料
も
保
管
・
管
理
し
て
い
る
。
園
江
氏
は
、
現
在
八
十
九
歳
に
な
る
。
岩
邊
平
吉

の
長
男
弥
之
助
は
、
進
氏
の
叔
父
（
父
の
兄
）
で
、
実
業
家
で
あ
っ
た
田
中
光
顕
氏

の
秘
書
を
務
め
て
い
て
い
た
。

　

こ
の
岩
邊
邸
に
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
五
月
、
南
海
が
一
ヶ
月
滞
在
し
、
そ
の

御
礼
と
し
て
南
海
か
ら
「
三
聖
・
山
水
三
幅
対
」
等
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の
後

も
、
南
海
は
、
岩
邊
邸
を
何
度
か
訪
れ
た
の
だ
と
い
う
。

　

岩
邊
家
に
残
る
南
海
の
資
料
の
十
三
点
の
う
ち
、
六
点
を
企
画
展
に
借
用
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
二
点
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
は
、
昭
和
二
年
、
静
岡
蒲
原
の
浜
小
屋
と
、
婆
や
と
一
緒
に
魚
を
買
い
に
出

か
け
て
い
る
女
の
子
を
描
い
て
い
る
。

　

そ
の
幼
い
女
の
子
は
、
ま
だ
二
歳
の
園
江
氏
が
モ
デ
ル
で
あ
る
。

①　

南
海
筆
「
初
夏
之
蒲
原
漁
村
図
」
掛
幅

　
　
　
　
　

絹
本
・
著
色　

一
二
四
．
三
×
四
一

　
　
　
　
　

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年　

（
個
人
蔵
）

  

次
は
、
秀
淵
と
い
う
画
家
が
描
い
た
、
記
録
写
真
の
よ
う
な
資
料
で
あ
る
。

　

画
家
秀
淵
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
、
詳
細
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
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②　

秀
淵
筆
「
南
海
ほ
か
の
似
顔
絵
」
掛
幅

　
　
　
　
　

紙
本
・
墨
画
・
著
色　

四
一
．
五
×
五
八　

　
　
　
　
　

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年　

（
個
人
蔵
）

  【
箱
書
】                                                     

　

岩
邊
家
客
遊
秀
淵
画
伯
筆　

昭
和
弐
年
初
夏

【
蓋
の
裏
書
き
】                                               

昭
和
弐
年
初
夏
当
家
ニ
瀬
尾
南
海
画
伯
及
秀
淵
画
伯
二
人               

客
遊
除
我
座
敷
ニ
テ
写
生
ヺ
ナ
シ
其
ノ
時
ノ
記
念
画
ナ
リ               

中
央
五
十
嵐
義
右
へ
弥
之
助 

父
平
吉　

左
へ
長
栄
寺
伊
丹
覚
海 

南
海
画
伯

秀
淵
画
伯　

其
他
。（
残
り
二
人
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。）

　

画
面
左
に
、
南
海
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
描
い
て
い
る
秀
淵
も
画
面
に
描
か

れ
て
い
る
と
い
う
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

　

当
時
の
様
子
を
園
江
氏
が
後
で
聞
い
た
の
だ
と
思
う
が
、
な
ぜ
か
皆
、
正
装
で
集

ま
り
、
お
も
し
ろ
い
様
子
で
あ
っ
た
と
い
う
。
南
海
三
十
三
歳
、
平
吉
五
十
歳
、
弥

之
助
二
十
四
歳
の
時
で
あ
る
。
そ
し
て
、
南
海
独
身
の
時
の
姿
で
あ
る
。

　
第
三
節
　
三
男
行
弘
氏 

　

瀬
尾
南
海
の
三
男
行
弘
氏
家
族
が
、
三
月
二
日
、
三
日
に
来
館
し
た
。

　

企
画
展
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
喜
ば
れ
、
父
南
海
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
く

機
会
に
も
な
っ
た
。
例
え
ば
、
作
品
集
の
写
真
に
た
だ
一
人
、
学
生
服
姿
の
男
性
は
、

行
弘
氏
自
身
で
あ
る
と
か
、
写
真
や
作
品
を
見
な
が
ら
の
思
い
出
話
で
あ
っ
た
。
行

弘
氏
は
、
父
（
南
海
）
の
集
ま
り
に
同
席
す
る
こ
と
が
多
く
、
写
真
に
も
写
っ
た
の

だ
と
い
う
。

      

平
成
二
十
七
年
三
月
二
日　

　

企
画
展
の
展
示
観
覧

      

写
真
を
見
な
が
ら
、
懐
か
し
そ
う
に
家
族
に

説
明
し
て
い
る
行
弘
氏

 　

行
弘
氏
か
ら
こ
の
こ
と
を
聞
く
ま
で
は
、
南
海
氏
の
指
導
に
熱
心
に
学
ん
だ
学
生

と
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

平
吉

弥
之
助

五
十
嵐
　
義

長
栄
寺
　
伊
丹
覚
海

秀
淵

南
海
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素
仙
洞

　

明
治
神
宮
ス
ケ
ッ
チ
大
会

　

               

              

　

父
南
海
を
囲
む
集
ま
り

　

に
加
わ
る
行
弘
氏

　

行
弘
氏
家
族
が
来
館
し
た
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
行
弘
氏
の
二
女
直
子
氏
の
長
年

の
夢
「
南
海
作
品
の
前
で
、
フ
ル
ー
ト
の
演
奏
を
し
た
い
。」
と
い
う
願
い
を
叶
え

る
た
め
で
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
日

祖
父
南
海
作
品
の
前
で
フ
ル
ー
ト
を

演
奏
す
る
直
子
氏

　

そ
こ
で
、
企
画
展
の
会
場
か
ら
少
し
離
れ
た
部
屋
（
講
座
室
）
に
、
南
海
作
品
を

十
点
展
示
し
て
展
示
会
場
の
雰
囲
気
を
作
り
、
演
奏
し
て
も
ら
っ
た
。

　

祖
父
南
海
の
作
品
の
前
で
、
直
子
氏
は
、
即
興
で
演
奏
を
繰
り
広
げ
た
。
そ
れ
は
、

フ
ル
ー
ト
の
音
色
が
心
地
よ
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
南
海
作
品
と
共
鳴
し
、

し
ば
ら
く
酔
い
し
れ
た
。

　

南
海
に
対
す
る
直
子
氏
の
こ
と
ば
が
あ
る
。

　

祖
父
南
海
は
、
私
が
産
ま
れ
る
前
に
既
に
他
界
し
て
い
た
。
南
海
先
生
の
絵
を
見

た
記
憶
は
全
く
な
く
、
大
学
生
に
な
っ
た
頃
、
叔
父
の
家
の
応
接
間
の
壁
に
大
き
な

絵
が
飾
っ
て
あ
り
、
そ
れ
が
、
南
海
先
生
の
絵
と
の
衝
撃
的
な
対
面
で
あ
っ
た
。
そ

れ
か
ら
、
ベ
ル
ギ
ー
に
移
住
し
、
あ
る
年
に
日
本
へ
帰
国
し
た
際
に
、
祖
父
、
南
海

先
生
の
話
を
父
か
ら
少
し
聞
い
た
。
叔
父
が
監
修
し
た
「
南
海
画
集
」
を
持
ち
帰
り

毎
日
の
よ
う
に
眺
め
て
は
、
い
つ
か
、
南
海
先
生
の
絵
の
前
で
演
奏
し
た
い
と
、
漠

然
と
夢
描
い
て
い
た
。

  

直
子
氏
の
夢
の
叶
っ
た
ひ
と
と
き
で
も
あ
っ
た
。

　
第
四
節
　
他
館
か
ら
の
情
報

　

１　

長
崎
県
平
戸
市
生い
き
つ
き
し
ま

月
島
町
博
物
館
「
島
の
館
」

　

企
画
展
も
後
半
に
さ
し
か
か
る
三
月
四
日
、
行
弘
氏
家
族
が
来
館
さ
れ
た
次
の

日
に
、
生
月
島
町
博
物
館
の
山
下
伸
代
氏
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。

　

生
月
島
の
旧
家
を
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
瀬
尾
南
海
の
ハ
ガ
キ
が
数
枚
見
つ

か
っ
た
。
そ
こ
で
、「
瀬
尾
南
海
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
調
べ
た
と
こ
ろ
、

黎
明
館
で
企
画
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
連
絡
し
た
の
だ
と
い
う
。

数
枚
の
は
が
き
の
内
の
一
枚
を
紹
介
す
る
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
弘
氏

南
海



−90−

瀬
尾
南
海
筆

渡
瀬
左
傳
宛
は
が
き

一
二
×
七
．
四　
　
　
　
　
　
　

画
題
は
、
麦
踏
み
か

　
　
　
　
　

（
個
人
蔵
）

　

宛
名
は
、
渡
瀬
左
傳
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。
渡
瀬
左
傳
の
親
戚
（
従
兄
弟
）
に

富
永
能
雄
（
函
館
ド
ッ
ク
社
長
）
が
お
り
、
南
海
と
深
く
繋
が
り
の
あ
っ
た
人
物
で

あ
る
。

　

富
永
氏
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
次
の
こ
と
に
な
る
。

　

富
永
能
雄
は
、
平
戸
市
生
月
島
の
出
身
。
富
永
家
は
、
平
戸
藩
の
祐
筆
を
務
め
て

い
た
。
ハ
ガ
キ
を
保
管
し
て
い
た
渡
瀬
家
は
、
平
戸
藩
の
医
師
で
あ
る
。
渡
瀬
家
と

富
永
家
は
親
戚
関
係
に
あ
り
、
渡
瀬
左
傳
は
、
富
永
能
雄
と
は
実
の
従
兄
弟
で
あ
り
、

左
傳
の
妻
が
能
雄
の
姉
と
い
う
非
常
に
近
く
し
て
い
た
親
類
で
あ
る
。
渡
瀬
家
に
は

多
く
の
書
画
が
あ
り
、
そ
の
中
に
も
南
海
の
絵
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

添
え
ら
れ
た
ハ
ガ
キ
四
枚
の
う
ち
三
枚
は
南
海
か
ら
左
傳
に
送
ら
れ
た
ハ
ガ
キ
で

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
年
）、
同
三
十
（
一
九
五
五
）
年
の
年
賀
状
等
で
あ
っ
た
。

　

『
南
海
画
集
』
に
は
、
南
海
は
、
富
永
氏
と
同
十
二
（
一
九
三
七
）
年
に
知
り
合

い
、
同
二
十
（
一
九
四
五
）
年
、
南
海
は
富
永
氏
と
北
海
道
に
旅
行
を
し
て
い
る
。

そ
の
間
、
五
月
二
十
五
日
に
空
襲
で
永
福
町
の
自
宅
を
全
焼
し
て
い
る
。
家
は
全
焼

し
、
残
っ
た
の
は
、
留
守
番
の
長
男
が
辛
う
じ
て
持
ち
出
し
た
柳
行
李
二
つ
と
、
刀

三
振
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
同
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
十
二
月
、
富
永
氏
の
紹
介
で
長
崎
へ
旅
行
。

佐
世
保
郡
喜
重
氏
の
も
と
に
逗
留
。
五
島
列
島
、
生
月
島
な
ど
を
巡
り
、
ス
ケ
ッ
チ

を
多
数
。
同
三
十
三
年
、
妻
カ
ネ
と
共
に
長
崎
、
鹿
児
島
、
雲
仙
、
別
府
な
ど
を
旅

行
し
て
い
る
。  

長
崎
県
生
月
の
あ
ら
か
ぶ

南
海
筆
「
あ
ら
か
ぶ
」（
ま
く
り
）

紙
本
・
墨
画
著
色　

三
四
．
五
×
五
三
．
五

　

昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年

       
　

右
の
作
品
に
「
生
月
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
生
月
島
と
聞
い

て
、「
生
月
」
と
は
、
長
崎
県
に
あ
る
生
月
島
と
い
う
こ
と
に
初
め
て
繋
が
っ
た
。
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２　

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館

　

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
研
究
員
の
斉
藤
全
人
氏
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
の
は
、
企
画

展
が
始
ま
っ
て
一
月
ほ
ど
た
っ
た
頃
で
あ
っ
た
。
瀬
尾
南
海
が
ど
の
よ
う
な
人
で
あ

る
か
、
こ
れ
ま
で
詳
細
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
展
示
で
き
ず
に
い
た
作
品

を
、
黎
明
館
の
企
画
展
で
情
報
を
得
た
こ
と
も
あ
り
、
展
示
す
る
計
画
で
あ
る
と
い

う
。
そ
こ
で
、
展
示
予
定
の
南
海
作
品
（
左
図
）
に
使
わ
れ
て
い
る
落
款
と
印
章
か

ら
、
い
つ
頃
の
も
の
か
制
作
さ
れ
た
時
期
が
特
定
で
き
な
い
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ

で
あ
っ
た
。

落
款
・
印
章　
　
　
　
　
　
　
　

   

南
海
筆
「
木も
く
れ
ん蓮
に
叭は
は
ち
ょ
う
ず

々
鳥
図
」
掛
幅

      

絹
本
著
色　

一
六
六
．
五
×
八
四
．
四

      

大
正
～
昭
和
初
期
（
二
十
世
紀
）

　
　
　
　
　
　

（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）

　

早
速
、
当
館
に
あ
る
す
べ
て
の
作
品
の
落
款
と
印
章
を
比
較
し
た
が
、
同
じ
落

款
・
印
章
は
、
一
つ
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
一
つ
は
、
南
海

の
作
品
は
、
空
襲
に
よ
っ
て
、
戦
前
の
作
品
の
多
く
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
、
当
館

の
作
品
は
、
時
代
空
白
の
部
分
が
あ
り
、
そ
の
時
代
の
作
品
な
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
南
海
が
第
十
二
回
文
展
に
出
品
入
選
し
て
か
ら
後

で
、
南
海
は
、
後
に
、
画
壇
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
以
前
の
時
期

（
一
九
一
八
～
一
九
三
〇
）
の
作
品
な
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
、
お
答
え
し
た
。

展
示
図
録
の
解
説
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

「
白
木
蓮
の
花
に
覆
わ
れ
た
明
る
い
画
面
の
中
で
、
つ
が
い
の
ハ
ッ
カ
チ
ョ
ウ
の

漆
黒
の
羽
毛
が
一
際
映
え
る
。
本
図
が
貞
明
皇
后
の
お
手
許
に
あ
っ
た
作
品
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
吹
上
御
苑
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
ハ
ッ
カ
チ
ョ
ウ
を
モ
デ
ル
に
し

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。」

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
、
他
の
南
海
作
品
の
調
査
を
待
ち
た
い
。

　
第
五
節
　
祖
父
鶴
汀
の
資
料
新
発
見

　

企
画
展
が
開
催
さ
れ
て
一
月
ほ
ど
経
過
し
た
頃
、
古
美
術
に
関
す
る
情
報
が
入
っ

て
き
た
。
祖
父
鶴
汀
の
掛
軸
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
次
頁
の
双

幅
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
鶴
汀
が
描
い
た
資
料
と
し
て
は
、
前
述
し
た
西
郷
隆
盛
を

描
い
た
一
点
し
か
わ
か
っ
て
い
な
い
。
も
し
、
本
物
だ
と
す
れ
ば
、
貴
重
な
資
料
に

な
る
と
考
え
た
。

　

し
か
し
、
鶴
汀
の
資
料
は
、
一
点
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
、
比
較
す
る
資
料

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
掛
軸
か
ら
の
情
報
を
読
み
解
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

山
下
廣
幸
氏
（
黎
明
館
専
門
委
員
）
の
評
価
意
見
書
を
参
考
に
説
明
し
た
い
。

　

絹
本
に
墨
画
淡
彩
で
描
か
れ
た
山
水
画
と
琴
棋
書
画
図
の
対
幅
。



−92−

落
款
は
「
行
年
六
十
八 

百
々
翁
」
と
記
さ
れ
、「
薩
摩
図
書
」（
白
文
方
印
）
と
「
瀬

尾
鶴
汀
」（
朱
文
方
印
）
の
二
顆
が
押
さ
れ
る
。

瀬
尾
鶴
汀
筆
「
山
水
画
と
琴
棋
書
画
図
対
幅
」

　

絹
本
・
墨
画
淡
彩  
一
〇
五
×
四
二

　

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年

　

「
琴
棋
書
画
図
」
は
、
遠
景
に
楼
閣
風
の
建
物
と
山
岳
、
中
景
に
は
瀑
布
や
岩
壁
、

近
景
に
掛
幅
、
囲
碁
・
将
棋
を
楽
し
む
高
士
、
そ
し
て
従
者
に
琴
を
持
た
せ
て
橋
を

渡
る
杖
を
持
っ
た
高
士
が
描
か
れ
る
。

　

落
款
は
「
甲
子
年
六
十
八 

百
々
翁
画
」
で
、
山
水
図
と
同
じ
印
が
押
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
双
幅
は
、
印
文
の
「
薩
摩
図
書
」
と
「
瀬
尾
鶴
汀
」
に
よ
っ
て
、
薩
摩
の

瀬
尾
鶴
汀
と
い
う
人
物
が
、
こ
の
作
品
を
描
い
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
確
認
で
き
る
。

そ
し
て
、
両
者
と
も
に
狩
野
派
の
画
風
が
良
く
表
わ
れ
た
も
の
で
、
鶴
汀
が
狩
野
派

の
粉
本
に
よ
っ
て
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
孫
の
南
海
が
、
狩
野
探
溟
に
師
事
し

た
こ
と
を
考
え
て
も
、
鶴
汀
自
身
も
狩
野
派
の
画
風
を
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と
は
、

十
分
に
推
察
で
き
る
。

  

落
款
の
年
紀
に
よ
っ
て
、
甲
子
の
年
、
鶴
汀
六
十
八
歳
の
時
の
作
品
で
あ
る
こ
と

は
わ
か
る
が
、
鶴
汀
の
生
没
年
が
不
明
（
長
男
行
成
氏
が
記
し
た
南
海
年
譜
で
は
、
大

正
三
年
没
と
あ
る
が
不
詳
。
没
年
齢
は
不
記
）
で
あ
る
た
め
、
甲
子
の
年
が
何
年
で
あ

る
か
は
、
決
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
作
品
の
保
存
状
態
の
古
色
な
ど
を
考
慮
す
る

と
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
の
作
と
考
え
た
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
鶴
汀
の
生
年
は
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
、
没
年
は
、
大
正

十
三
（
一
九
二
四
）
年
以
降
と
考
え
ら
れ
る
が
、
生
没
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
さ
ら

な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
鶴
汀
が
島
津
斉
彬
の
絵

の
相
手
を
し
た
と
い
う
よ
う
な
伝
聞
は
、
再
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

  
今
の
と
こ
ろ
生
年
、
没
年
と
も
に
明
確
で
な
い
部
分
が
あ
る
が
、
こ
の
資
料
に
記

載
さ
れ
た
情
報
と
、
伝
え
ら
れ
る
内
容
か
ら
、
今
回
の
資
料
は
、
鶴
汀
に
関
す
る
少

な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
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四
章
　
南
海
の
眼
差
し

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
所
有
す
る
南
海
作
品
を
全
て
紹
介
す
る
た
め
に
、
期
間
中

二
回
の
展
示
替
え
を
行
っ
た
。
全
て
の
作
品
を
展
示
し
て
じ
っ
く
り
見
る
と
、
南
海

の
も
の
を
見
つ
め
る
、
鋭
く
、
厳
し
く
、
優
し
い
眼
差
し
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

特
に
猫
を
作
品
に
つ
い
て
、
わ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

南
海
筆
「　

閑の
ど
か　

」
掛
幅

　
　
　
　

絹
本
著
色
・
一
一
九
．
八
×
三
五
．
七

　
　
　
　

昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年

   

右
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
に
使
用
し
た
資
料
で
あ
る
。
猫
の
ゆ
っ
た
り
し
た

感
じ
と
、
縦
長
の
画
面
に
ゆ
っ
く
り
と
渦
巻
く
よ
う
に
描
か
れ
た
、
南
瓜
と
空
白
の

間
の
具
合
が
、
見
る
人
を
和
ま
せ
る
よ
う
に
感
じ
た
の
で
、
こ
の
資
料
を
選
ん
だ
。

　

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
南
瓜
、
南
瓜
の
花
、
猫
。
若
い
雄
猫
で
寝
て
い
る

よ
う
に
見
え
て
、
実
は
耳
を
そ
ば
立
て
、
警
戒
し
な
が
ら
寝
た
ふ
り
を
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
実
の
詰
ま
っ
た
夏
の
南
瓜
や
勢
い
の
あ
る
蔓
と
上
に
伸
び
る
構
図
は
、

現
代
的
で
猫
の
元
気
さ
を
強
調
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

　
　
　

南
海
筆
「　

長の
ど
か閑　

」　

額

　
　
　
　

絹
本
著
色
・ 

一
〇
三
．
五
×
七
三

　
　
　
　

昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年

　

右
は
、
藤
棚
の
下
に
一
匹
の
猫
。
こ
の
藤
棚
は
、
南
海
邸
（
今
は
長
男
行
成
邸
）

の
庭
に
あ
り
、
毎
年
風
情
の
あ
る
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
猫
は
、

年
を
重
ね
た
雌
猫
で
、
日
本
画
の
世
界
を
作
り
出
す
藤
の
花
と
、
年
輪
を
重
ね
た
猫

の
落
ち
着
き
が
、
画
面
に
静
か
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
こ
う

な
る
と
、
藤
の
花
の
前
で
気
品
を
放
つ
モ
デ
ル
の
よ
う
で
も
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
、
猫
好
き
の
南
海
が
可
愛
が
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　
お
わ
り
に

　

今
回
の
企
画
展
開
催
に
ま
つ
わ
る
こ
と
を
、
ま
と
め
て
き
た
が
、
今
後
も
南
海
や

鶴
汀
の
資
料
が
、
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
企
画
展

が
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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ま
た
、
今
回
の
企
画
展
を
前
に
し
て
南
海
の
長
男
行
成
氏
が
他
界
さ
れ
た
。
悲
し

い
知
ら
せ
で
あ
っ
た
。
行
成
氏
に
は
、
展
示
を
始
め
る
半
月
ほ
ど
前
に
開
催
の
御
案

内
を
送
付
し
て
い
た
。

　

十
二
月
二
十
三
日
初
日
を
迎
え
、
年
が
明
け
て
、
三
男
行
弘
氏
か
ら
そ
の
こ
と
を

聞
い
た
。
亡
く
な
っ
た
の
は
、
企
画
展
が
始
ま
る
直
前
の
十
二
月
十
五
日
の
こ
と

で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
行
成
氏
の
奥
様
（
敏
子
氏
）
か
ら
も
手
紙
が
届
い
た
。

企
画
展
の
開
催
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
残
念
で
な
ら
な
い
。
手
紙
に

は
、「
行
成
氏
が
、
父
南
海
と
と
も
に
、
空
か
ら
展
覧
会
の
模
様
を
嬉
し
そ
う
に
見

つ
め
て
い
る
に
違
い
な
い
。」
と
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
三
月
二
十
八
、二
十
九
日
に
は
、
敏
子
様
御
家
族
が
来
館
し
た
。
企
画
展

の
残
り
一
週
間
と
い
う
時
期
で
、
展
示
を
御
覧
に
な
り
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
安
心

し
た
。

【
謝
辞
】

　

企
画
展
開
催
に
当
た
り
、
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。
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編
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十
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き
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本
館
学
芸
専
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員
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